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ンズ社会理論の全体像と可能性を探究する。第 1 章が70年代，第 2 章と第 3 章が80年代，第 4 章と第 5 章が90年代にほ

















第 4 章「ライフ・ポリティックスとモダニティ論」は， 90年の『近代とはいかなる時代か? モダニティの帰結J ，
91年の『モダニティと自己アイデンティティ j，そして92年の『親密性の変容j の内容を紹介し， 90年代のギデンズ社
会理論が開示し始めたモダニティの社会理論を検討する。第 3 章までに明らかにされた，パワー概念に基礎づけられ
た運動，コンブリクト，ポリティックスといった視点がそこに一貫していることが示される。
第 5 章「ラデイカル・ポリティックスの時代J は，モダニティの社会理論の一応の総括ともいうべき， 94年の『左右
を超えてJ の内容を紹介し，ギデンズが提示する新しい社会の構想、の論点をまとめ，さらにそれをこれまでのギデン
ズ社会理論の展開の中に位置づける。
そして第 6 章と第 7 章において，全体像を踏まえつつ社会学原論と現代社会論の展開の可能性を明らかにする。第
6 章「ギデンズ社会理論の可能性(1)社会学原論」では，ギデンズ社会理論を社会学原論の新たな展開のために生かす
可能性を，相互行為論やパワー論，構造論に焦点を合わせて検討し，第 7 章「ギデンズ社会理論の可能性(2)現代社会
論J では，ギデンズ社会理論を現代社会論の新たな展開のために生かす可能性を，パワー論，アイデンティティ論，
トレンド論について検討する。
こうして本稿全体を通じて，ギデンズ社会理論が統一的，体系的視点から描かれ，それに基づ、いて社会学原論およ
び現代社会論が現在直面している諸問題を解決する方向が明示されることになる。
論文審査の結果の要旨
本論文は，現在の社会学を代表する理論家の一人，アンソニー・ギデンズの学説を検討し，その全体像を描き出そ
うとした野心作である。「疾走し，増殖する」ギデンズを捉えるために，宮本氏は，極めて丹念な読解のスタイルを採
用する一方，他方では，全体像を描き出すための基準点を「社会理論」に求め，社会分析のための概念枠組みの構築
を目指す「社会学原論」及び現代がいかなる時代かを特徴づける「現代社会論j というこつの視角を用意する。
その結果，次の点が明らかにされる。 (1)ギデンズ理論はほぼ1985年を画期に「社会学原論J から「モダニティー」論
へと軸心が移動する。 (2) Iパワー」概念は終始一貫重要で，社会学原論では構造と行為を媒介し，現代社会論では国
民国家形成とグローパリゼーションを媒介する運動論の支柱をなす。
こうしたギデンズ解釈は，これまでのギデンズ研究の一面性を確実に乗り越える画期的なもので，博士(人間科学)
の学位に十分に値する業績といえる。
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